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拝啓､貴社益々ご清祥のことお慶び申し上げます｡

早速ですが､弊社は御社東京オフィス管轄工事の

① (仮称)三郷中央テナントビル新築工事

(外構､舗装､残土処分､植栽､区画線工事　担当)

②ドラッグセイムス川口前川2丁目･薬局新築工事)

(外構､舗装､残土処分､植栽､区画線工事　担当)

③　UD下館カスタマーセンター改修工事

(植栽､区画線工事　担当)

④　UD成田カスタマーセンター改修工事

(伐採､集水桝取換工事　担当)

以上4現場でお世話になりました｡

また11月25日には東京オフィスに当然伺い失礼を致しました｡

改めてお詫び申し上げます｡

そして昨年の11月29日､ 12月30日のご入金有難うございました｡

大変感謝しております｡

しかしながら上記現場の精算についてお願い及びご確認がありこの陳情書を提出するに至

りました｡

また石倉社長とは平成2 5年1 1月2 5日に一度御社東京オフイイスにてお会いできまし

た｡同時に東京オフィス斉藤支店長ともお会いできました｡

しかしながら工事を進行していく過程において三郷の戸部商事の紹介から始まり東洋建設

なのか三浦建設なのかわからない状態の中の神崎氏､そして現場代理人として工事を担当

していた西山氏及び統括工事管理をされていた新潟本社の小林氏と､さまざまな方との工

事協議及び精算に関する打合せにおいて結果的にセイムス店舗の引き渡しがあるため工事



最優先となり契約及び精算が後回しとなる事態となり今日に至っております｡

とにかく複雑に絡まっている状況及び状態をこれから説明させて頂きたいと思います｡

極力時系列的に説明及び報告を致します｡多少長くなるとは思いますが､また乱文にもな

ると思いますが弊社も死活問題の状況になっており気持ちの動揺があるためお許し頂きた

くお願い申し上げます｡

1 :セイムス三郷店について

平成25年9月2日AM :三郷の戸部商事より連絡があり三郷の外構工事があ

るので見積りをお願いしたいと連絡が入る｡

見積り先は新潟本社の大きな会社なので支払いは大

丈夫だからと言われる｡

平成25年9月　5日AMIO:00:左記日時に現場に行くが神崎氏にすっぽかされる｡

同時に戸部氏より見積り資料をもらう｡

平成25年9月　7日PM16:00:見積書を三浦建設宛てにして持って行く｡その際設

計の仕様等が不明確だったので質問をするが9月

10　日の定例会に出席して確認をおこなって欲しい

と要望される｡

この時に西山氏立会の上神崎氏より税込¥4,500,000

-を提示され承諾をする｡

契約はアサヒとするように聞いていたが何故三浦

建設なのかと尋ねたところアサヒのシステム上直

接契約が出来ないため､三浦建設との契約となる理

解しがたい理由を言われるが神崎氏より補足とし

て後々トラブルが発生した場合も含めてアサヒの

西山氏に取極めの際は常に同席して立ち会っても

らっていると言われ承諾しかねると神崎氏より最

後はアサヒさんが面倒を見るからと言われる｡

平成25年9月10日PM13 : 30 :定例会が始まるが富士薬品の飯臼氏がアサヒの西山

平成25年9月11日

平成25年9月17日

氏に工程説明を求め完工期日の説明が求められる

だけで終始時間を費やすだけとなった｡

(個人的には飯田氏が工期延長の助け船を出してい

るのに西山氏がかたくなに拒否しているだけにし

か見えなかった｡)

:電線埋設の常備作業を含め排水工事から施工を始め

る｡当社の現場責任者として工藤を配置する｡

:現場も街築工事に移行してきて縁石工事を行う際当



平成25年9月20日

平成25年9月27日

社､工藤が測量を行ったところ建物土間が計画より

250mm低いことが発覚する｡

西山氏､神崎氏に確認したところ下請け任せで確認

をしていなかったとのことだった｡

設計事務所と打合せを行い結果的に舗装版高を250

mm下げることになる｡

:外構工事の進捗により現場に山積している残土の搬

出を9月25日までにお願いをしたい旨を伝えたと

ころ前田道路の吉田氏､藤田氏が打合せに来た｡

打合せ結果で9月26日､ 27日で前田道路が搬出す

ることになったので舗装版の高さが下がったこと

で残土搬出の量は倍増することを伝える｡この時に

前田道路はアサヒアレックスと直接契約でなけれ

ば工事は出来ないと言っていた｡

:前田道路が上記の26日に入場せず27日も入場し

なかった｡現場状況として困るので当社工藤が確認

したところ前田道路が現場に来なくなったので好

友社で残土搬出をして欲しいとのことだった｡

理由を聞いたところ前田道路が高いので予算的に

無理になったとのことだった｡

現場進捗に影響が出るため残土業者を手配して搬

出することにしたがその際の条件として10月末日

に内金として¥1,000,000-を支払う約束を神崎氏

にしてもらった｡

それでも不安が残ったので当日の夜､西山氏にも

確認を取ったところ､ ｢心配しないで下さいこの現

場のケツはアサヒで持ちますから｣とのことだった

ので安心をしました｡

平成25年10月1日:朝早く神崎氏より連絡が入る｡

内容は西山氏より急きょ連絡が入りセイムスの駐車場物置

を置く約束をしているが手配をしていないとのことだった｡

すぐに取引業者に連絡を入れたが当社からのルートでは在

庫がなく四国のメーカー取り寄せになるので1週間から10

日間かかるとのことだったので当然間に合わないので現場

に行き西山氏､神崎氏に報告をしたところ

西山氏も同時に手配しながら探していたらしくビバホーム



の系列で手配が出来るとのことであった｡その時に組立を

頼まれるがセイムスの開店までの期間を考えると工事が進

まなくなるので当社が断ったところビバホーム側で組みた

てもらうとのことだった｡

平成25年10月　2日:神崎氏に現場前のマクドナルドに呼ばれ舗装工事を頼ま

れる｡同時に植栽及び区画線業者の紹介も頼まれる｡

開店まで期日もなかったため応じざるを得ず緊急手配を

した｡

この時も西山氏が同席していた｡

平成25年10月　4日:舗装に伴う鋤取り､路盤も当社で施工することになった

どんどん金額が増加する中で西山さんのケツはアサヒで

持つという口約束はもらっていても正式な注文書が発行

されるまでと思い神崎氏より別紙(資料1)確認書を頂い

た当社の工藤が西山氏と舗装天端の打合せをするが犬走

り前や風除室前の取り合いをゼロ摺り付けで行わなけれ

ばならないのに5cmの段差を付ける指示になった｡

工藤がバリアフリー仕様で考えるとおかしいので再確認

を求めたが西山氏は自分が打合せをしているので間違い

はないと突っぱねられた｡

結果10月10日の舗装後飯田氏より手直しの指示が出て

犬走り前全面､風除室前全面ゼロ摺り付けで補修を10月

12日､ 14日に施工した｡

平成25年10月12日:舗装の補修工事を行っているときに10月15日の開発検

査までに点字ブロック及び事柄侵入抑止のポストコーン

を県道側､市道側に各3本設置しなければならなかった｡

らしく(当社は打合せ外)何とか手配出来ないか?と神

崎氏､西山氏から相談を受ける｡

土曜日の手配であり翌日からも日曜祭日と続くのでかな

り厳しいが手配だけはしますと返答をし､結果的にポス

トコーンは間に合わせることが出来たが点字ブロックは

検査当日の夕方施工の段取りが精一杯だった0

上記の件について当社は当日まで図面さえもらってい

なっかった｡

さらにセイムス専用の県条例を含めたアイドリングスト

ップ看板の設置まで頼まれる始末であらた.

この看板でさえ以前図面上記載されているのに設置をし



なくて良いのかを確認したばかりであった｡

呈旦時より神崎氏､西山氏の現場管理に疑問を持ち埠重

量.L

平成25年10月15日:午後2時からの開発検査で

市道､県道､背面歩道の補修工事

点字ブロックから点字シートへの変更(実際は写真のみ)

前述したセイムス用の物置の設置であった｡

舗装の補修工事については西山氏が都市再生機構より構

造図をもらってきたきり動いてくれないので当社で着手

届を作成し11月1日に提出して工期設定を行った｡

工期は11月12日～26日となったが西山氏が電話交渉を

行った結果前倒しOKになったので11月2日～8日の間

で施工を行い完了届を当社で作成し提出をした0

点字ブロックからシートへの変更も行い施工後写真を撮

影し撤去した｡

物置については結果として西山氏はビバホームに電話を

入れただけで手配はしていなかった｡

15日の午前中にビバホームに若旅氏とビバホームに行き

若旅氏のカードで支払いを行い製品を抑えた｡

引取り､組立については当社は関係なかったが結局翌日

の台風直撃の中を午前中引取り午後より組み立てた｡

平成25年10月29日:午後よりセイムス川口店の工事現場に行き神崎氏に9月

分の出来高請求分と残土搬出代金の内金¥1,000,000-の

支払い確認をしたところ､工事代金の支払いはアサヒか

ら三浦建設へ支払われてないので出来ないとのことで

最短で11月20日になると言われた｡

それでは困るので何とかして欲しいとお願いしたところ

交渉をしてみるとの回答だった｡

この時も西山氏が同席していた｡

平成25年10月30日:再度支払いのことでセイムス川口の現場で神崎氏､西山氏

と支払いに関する打合せを行っていた｡

小一時間程度経った頃西山氏に本社の小林さんより電話

が入った｡

事前に打ち合わせをしていたらしく内容は小林さんが社

長と打合せをしていたらしく､三浦建設が未払いになっ

ている業者数と未払い金の金額を11月3日､ 4日の連休



明けまでにまとめて報告をすれば三浦建設に支払う中間

金の中から11月7日にアサヒが直接下請けに支払うとの

ことだった｡

平成25年11月　3日:夜の8時ころ西山氏より電話が入る｡

明日の三郷セイムスの補修の件大丈夫でしょうか?と確

認が入るが何のことだかわからず尋ねると風除宝前の犬

走りに自動ドアの関係で排水パイプを設置して欲しいと

ことだった｡

それであれば昼の時間に現場で話をしてくれれば段取りを

したのに何故今頃?

神崎氏には事前に話をしていたらしく西山氏も驚いていた｡

すぐに神崎氏に電話をして事情を聴いたが良く分からない

らしく自分も明日大工を連れて行くので明日現地で説明す

るとのことだった｡

あまりにも酷いので神崎氏にあなた方二人はいつもこんな

段取りぽっかりだから困る｡もう少ししっかりして欲しい

と嫌味を言うことになる｡

平成25年11月4日:朝8時に現地集合して作業内容を西山氏から説明されたが

8時からではセイムスの10時開店の時間には施工時間的

間に合わないので西山氏よりセイムスに掛け合ってもら

い翌日の朝6時から作業をすることになった0

これも事前相談や本人の施工に対する掛時間を考えれば

正直西山氏が事前判断できることだと思います｡

また神崎氏も来たが大工が遅れるとのことなので3人で

店舗前のマクドナルドに入り打合せを行う｡

10月30日に話の合った三浦建設への中間金の支払の中か

各業者へ直接支払う話は業者数や金額はまとまったのか､

また11月7日には支払いが行われるのか確認を取ったと

ころ西山氏よりアサヒアレックスとしては三浦建設へ中

間金を一括支払うことになったのであとは三浦建設が支

払うのを待つしかない｡

とのことだったので､それでは話が違いますよ｡ 10月30

日も三浦建設へ支払えば神崎氏への支払いが無いから各

業者へ直接アサヒアレックスから振込むという話になっ

たんでしょう?と問い詰めたところ急に席を立ち居なく

なってしまった｡



残された神崎氏の話によると神崎氏は事前に説明を受け

おりそれを私が再度聞いたかたちになったのでおこった

んじゃあないかなあ?ということだったが今になって思

えばこの件も神崎氏は納得済みの返事をしていたのでは

と思う節がある｡

そのあと神崎氏に詰め寄ったところ

今､西山さんが小林さんと相談をして三郷分を川口で救済

出来る方法がないか検討をしている｡

川口で救済資金を捻出して9月分の¥2,593,000-を11月

15日までに支払えるようにするからとにかく待ってくれと

言われ残土代金の¥1,000,000-も同時に支払ってもらわな

いと困るからと伝え､もし入金が無いようであれば川口の

セイムスの現場を中断する旨を伝える｡

その足で川口の現場に行き西山氏を交えてその打合せをし

ようということで川口に行くが結局二人で居なくなり会話

出来ませんでした｡

平成25年11月15日:当日まで待った結果入金がなく当社社長から現場を止めるよ

うに指示をされ現場に行くが西山氏より支払いの方法案を

説明され別紙(資料2)をもらう｡

大まかには三郷の回収には時間がかかるだろうから先に川

口現場で救済金を支払うことを考えている｡

とのことだった｡

平成25年11月16日:当日セイムス川口の土間コン打設が工事の予定であった｡

昨日､会社で打合せた結果は現場を止めるしかないという結

論になっていたが別紙(資料3)のアサヒアレックス現場方

針を頂き､川宿田個人の独断で現場を続行させました｡

その後の会社に対する責任はご想像にお任せします｡

平成25年11月25日:このままではらちもあかないし当社も切羽詰まっているため

突然東京オフィスに行ったところ偶然石倉社長にお会いす

ることが出来て支払いの話をさせてもらったところ川口の

工事金の中から先出し出来るものと三郷分として約

¥12,000,000-あるのだからアサヒ､三浦､東洋､好友社で

300万円づつ負担するのはどうだという提案でした｡

急な話なので返事が出来ずにいると､せっかく来たのだか

イレギュラーなことだけど11月29日に支払いをするよう

にするからとのことだったので急に来社した非礼を詫び東



京オフィスを後にしました｡

平成25年11月26日:若旅氏より連絡があり昨日の救済の300万円の請求書を作り

成田の現場に持ってきてもらいたいと連絡が入り渡しまし

た｡

夜になり斉藤さんから電話が入り25日に渡した一覧表の中

からどの部分を支払えば良いのか確認が入ったので三郷相

当分の金額が欲しい旨を伝え分かったと言われる｡

平成25年11月27日:小林氏から明日振込む金額は¥12,137.500-と連絡を受ける｡

平成25年11月28日:西山氏より連絡が入り上記の金額に対する請書を持ってくる

言われ川口の現場に持って行く｡

またこの日のお昼前後西山氏を通じて石倉社長が電話を待

っているので電話を掛けるように指示され電話を掛ける｡

社長からは支払いの確認と三郷の支払の今後は無いこと､ま

た三浦建設は300万の件は断ってきたと報告される｡

平成25年11月29日:銀行入金が確認できたが実際の入金は11月28日になされ

ていた｡

2 :セイムス川口店について

平成25年10月　初旬:神崎氏より川口の残土を処分して欲しいと依頼があり10月

8日､ 9日で処分をした｡

この時の処分費は単価見積りで行った0

平成25年10月　3日:西山氏より川口の図面を頂く｡

平成25年10月　9日:神崎氏､西山氏と打合せを行い地中梁の根切り部分の続き

からの施工を頼まれる｡

請負として見積りできる状況ではないので建築に関する部

分は常備精算をすることになる｡

とにかく現場が酷い状態で､これでは続けて施工する業者

もいないのではないかと思われるほどでした｡

そしてここでも建物の計画高を350mm間違ったらしく設

計事務所と調整中であった｡

平成25年10月16日:設計事務所の回答として床付けの高さは変えずに地中梁単体

の高さを大きくした計画高は維持することとなった｡

平成25年10月21日:アサヒアレックスの請求書が20日〆切の為常備工事の

請求書を提出したい旨を西山氏へ申し込んだところ20日

なのでもう締め切りました｡と言われた｡

でも20日〆であれば2日～3日の余裕はないのでしょう

か?と確認したところ毎月20日に本社に送っている｡


